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1.　家 政学でとり扱 われる食物，被服，児童，住居 な

どの諸分野 が，短期大学 の教育 の中でどのように配置 さ

れ てきたかを，主 として設置学科 の推移 から検討し，併

せてそこに学ぶ学生の意識を把握し，家政系教育 の方向

を探ることを目的 とし た。

2.　文部省大学学術局 短期大 学一 覧，大 学一覧， 学校

基 本調査を もとに分析 検討を 加え， さらに若干 の短期大

学学生の実態調査 をおこ なった。

3.　過去10 余年 の間 に，家政学関連学科 とし ての児

童 教育関係 の学科が大幅 に増加して， 昭和34 年を基準

とした指数(昭和44 年)は，短期大学 学生総数 では196

であ るの に対 し，児 童教育 関係 は596 で増加率は最大

であ る。芸術( とく に音楽) が388 でこれについ でい る。

家 政科も208 で平均 よりやや多い。 当初こ の間の短期大

学の女子の入学者は，少 なかっ た法経 商，工 学関係 の学

科 においても漸次増加をみて，全体 とし て女子 の比 率は

高まってき ている傾向 がみられ る。

児童教育関係学科 のい ちじるしい増加 とともに， 学生

の意識や卒業後 の動向 も注視し なけ ればならない が， 現

実 の学生 の意識 には専門職 と結びっけ て考える風 潮が稀

薄 な点 もあ り，一部 栄養 士養 成においてみられたと同様

の現象があら われ て，今 後の問 題とし て残 ると考えられ

る。その他，4 年制 の学科 との比較 をおこなった。


